
『山陰・山陽スマート観光プロジェクト』の全体イメージと協議会の役割 

スマホ・タブレット観光アプリ 
●AR（拡張現実技術）・多言語対応 

●地域を越えた共通プラットフォーム（共通の一本のARアプリ） 

公衆無線LAN（Wi-Fi）ネットワーク 
●外国人に優しい無料かつ事前手続きなしのWi-Fiを 

公共施設・観光施設等に整備 

－ 外国人や高齢者に優しく若者を惹きつける“スマート観光情報インフラ”を整備する自治体等を応援！ － 

スマート観光コンテンツ 
●外国人や高齢者に優しく若者を惹きつけるAR（拡張現実技術）・

多言語対応かつリッチな観光コンテンツを整備 

山陰A市 山陰B市 
連携 

山陽C市 山陽D市 
連携 連携 

・・・ 

山陰A市 山陰B市 
連携 

山陽C市 山陽D市 
連携 連携 

・・・ 

山陰・山陽スマート観光 
プロジェクト推進協議会 

●中国地方のオールICT（産学官）が連携 

●コンテンツのリッチ化（※）等を支援 
 ※豊富な情報、動画・音声・多言語等 

●ARアプリ開発・運営主体と交渉・調整 
●共同化のメリットを自治体等に還元 
●ARアプリの改良・改善を要求・協力 

●国や県による支援・協力に関し、  
 中国総合通信局と連携し、自治体等に 
 助言 

●広報・PR及び調査検討 
 ※シンポジウムの開催等 
●その他自治体等に対する支援・協力 
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